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‭2024年学生調査結果‬
‭１　授業満足、課程満足、生活満足‬

‭〇「とても高い」「まずまず高い」を選択した学生の総計は「授業 89.5% 課程 89.2% 生活 88.1%」‬
‭であり、過去最高を記録した昨年度「授業 89.5% 課程 88.9% 生活 88.0%」と同水準である。特に4年‬
‭生の満足度が高く、「授業 95.8% 課程 94.7% 生活 93.6%」となっている。学年進行に伴い、満足度‬
‭が上がっているが、1, 2年生の満足度をいかに上級生の水準に近づけてゆくかが今後の課題である。‬



‭２　一日の学習時間‬

‭〇就職活動の開始（3年次）とともに学修時間は増加するが、就職活動の終焉とともに減少している。‬
‭1, 2年次の水準まで落ち込んでいないのは、就職前の準備や卒業研究のためと考えられるが、半数近く‬
‭の「1時間未満」への対応が急がれる。1, 2年次の少なさ（2時間未満が80%）については、教養科目‬
‭や専門科目における事前学習や事後学習の分量が足りているかどうか、検討を要する。‬

‭３　IPU・環太平洋大学の魅力‬

‭〇使用頻度の多いものを抽出すると、「先生」「就職」「施設（環境）」「スポーツ（部活）」「サ‬
‭ポート」がメインであった。本学の教育理念のひとつである『教育とスポーツの融合』が示唆されて‬
‭いる。より多くの学生・保護者・地域に理解して頂く活動が課題である。‬


